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過
去
最
大
７
０
０
億
円
を
超
え
る
予
算
を
可
決

　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
25
日
に
招
集
さ
れ
、
全
て
の
案
件
を
議
決
し
３
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
に
は

平
成
31
年
度
予
算
や
そ
の
関
連
議
案
な
ど
41
件
が
提
案
さ
れ
、
市
長
か
ら
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
の
ほ
か
に
提

案
さ
れ
た
議
案
は
、
市
職
員
公
務
災
害
見
舞
金
条
例
の
制
定
、
文
化
財
保
護
条
例
の
全
部
改
正
の
ほ
か
条
例
の
一
部
改
正
10
件
、
廃
止

４
件
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
14
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
３
件
な
ど
で
す
。
提
案
さ
れ
た
議
案

名
お
よ
び
審
議
結
果
は
、
最
終
面
「
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月定例会一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数

　
提
案
さ
れ
た
平
成
31
年
度
予
算
の
総
額
は
、
５
会
計
を
合
わ
せ
て

７
１
０
億
８
６
０
０
万
円
と
な
り
、
初
め
て
７
０
０
億
円
の
大
台
を

超
え
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
４
３
８
億
２
９
０
０
万
円
で
、
そ

の
歳
入
と
し
て
市
税
収
入
に
２
３
７
億
６
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最
大
の
予
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
に
対
し
て
議
会
は
、
３
月
１
日
の
本
会
議
で
、
各
会
派

を
代
表
し
た
５
名
の
議
員
が
市
長
に
対
し
て
「
代
表
質
疑
」
を
行
い
、

そ
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
１
日
ず
つ
内
容
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
の
本
会
議
で
、
そ
の
審
査
結
果
が
各
委
員
長
か
ら
報
告

さ
れ
た
後
、
各
会
派
を
代
表
し
た
５
名
の
議
員
が
「
討
論
」
を
行
い

賛
成
ま
た
は
反
対
の
意
見
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ

た
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、
特
別
会
計
な
ど

４
会
計
予
算
は
全
員
賛
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
「
代
表
質
疑
」
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問　
人
口
、
税
収
と
も
に
上
昇
局
面
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
次
世
代
を

見
据
え
必
要
な
事
業
は
効
果
的
、
効
率
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
業
の
確
実
な
実
施
に
は
、

健
全
で
強
固
な
財
政
基
盤
の
堅
持
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

答　
ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、
民
間
活
力
を
適
正
に
誘
導
し
活

用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
海
老
名
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が
民

間
投
資
の
呼
び
水
と
な
り
、
税
収
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
好
循
環
が

今
の
海
老
名
の
元
気
を
支
え
る
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
ま
ち
の
成
長
に
よ
る
新
住
民
の
増
加
は
、
新
た
な
行
政
需

要
の
発
生
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
に
は
注
視
が
必
要
で

す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
も
顕
著
で
、
今
後
は
、
歳

入
規
模
に
見
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指
摘
の
と
お
り
今
だ
か
ら
こ
そ
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
に
よ
り
強
固
な
財
政
構
造
を
構
築
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
都

市
経
営
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
海
老
名
駅
を
中
心
と
し
た
人
口
増
加
は
、
新
た
な
課
題
を
生
む

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
期
的
に
見
る
と
商
業
的
な
成
功
は
変
化

が
激
し
く
、
都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
そ
の
維
持
は
行
政
の

努
力
が
及
ば
な
い
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
市
の
長
期
的
発
展
を
考
え
た
と
き
、
独
自
性
あ
る
企
業
育
成
策
と

商
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
と
そ
の
規
模
拡
大
策
は
非
常
に
大
切

な
視
点
だ
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　
市
内
の
企
業
が
開
発
し
熟
練
の
職
人

が
手
作
業
で
製
造
し
た
ラ
ン
プ
が
、
小
惑

星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
に
搭
載
さ
れ

重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
に
は
こ
う

し
た
独
自
性
が
あ
り
、
頑
張
る
中
小
企
業

も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

企
業
の
基
盤
づ
く
り
と
持
続
的
な
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
創
業
か
ら
立
地
、

事
業
規
模
の
拡
大
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
商
工
業
に
加
え
農
業
も
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
産
業
全

体
が
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
総
合
的
に
支
援
し
、

持
続
的
な
活
性
化
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　
施
政
方
針
で
は
、
中
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
海
老
名
の

未
来
を
創
る
べ
く
予
算
編
成
を
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
待

機
児
童
の
解
消
な
ど
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
海
老
名
駅
の
駅

間
地
区
と
西
口
地
区
だ
け
で
も
今
後
２
千
戸
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
整
備
は
追
い

つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
口
増
に
伴
い
生
じ
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
、
向
き
合
う
の
か
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
編
成
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
経
常
経
費
が
削
減
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
視
点
、
考
え
方

で
予
算
査
定
を
行
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
地
区
内
に
は
保
育
園
も
設
置
し
ま

し
た
が
、
そ
の
北
側
の
工
業
地
域
の
民
間
企
業
敷
地
に
、
想
定
に
な

い
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
園
、
学
校
に
つ

い
て
は
で
き
る
だ
け
万
全
を
期
し
て
、
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
で
は
、
限
ら
れ
た
歳
入
を
考
え
な
が
ら
歳
出
を
考
え
る

訳
で
す
が
、
職
員
一
人
一
人
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
効
果
的
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
予
算
案
は
私
が
先
頭
に
立
ち
、
各

所
管
の
職
員
と
高
い
意
識
を
持
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

問　
一
般
会
計
歳
入
予
算
の
54
・
２
％
を
占
め
る
市
税
収
入
は
、
前

年
度
予
算
に
比
べ
伸
び
率
が
２
・
２
％
、
４
年
連
続
の
増
加
で
過
去

最
大
と
の
こ
と
で
す
が
、
増
加
の
要
因
を
伺
い
ま
す
。

　
歳
出
予
算
で
は
扶
助
費
の
伸
び
率
が
７
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
個
人
市
民
税
は
、
給
与
所
得
の
増
加
や
西
口
地
区
の
人
口
増
な

ど
で
前
年
度
比
１
億
８
千
万
円
、
２
・
１
％
の
増
加
。
法
人
市
民
税

は
、
市
内
企
業
の
業
績
回
復
な
ど
で
２
億
９
５
０
０
万
円
、
17
・

３
％
の
増
加
。
固
定
資
産
税
の
現
年
課
税
分
は
、
土
地
が
７
８
０
０

万
円
、
１
・
８
％
の
増
加
、
家
屋
が
新
築
の
増
で
１
億
２
７
０
０
万

円
、
３
・
１
％
の
増
加
、
一
方
、
償
却
資
産
が
既
存
資
産
の
減
価
や

大
規
模
事
業
所
の
市
外
移
転
な
ど
で
１
億
７
５
０
０
万
円
、
９
・

小惑星探査機「はやぶさ２」


